
(57)【要約】

【課題】配線が増大しても複雑な分岐、結合を実現し、

操作が容易なジョイントボックスを得る。

【解決手段】 合成樹脂製の筐体１の側面には、例えば

３個の接続用コネクタ２と１個の回路チェック用コネク

タ３が固定されている。コネクタ２はそれぞれ多数の例

えば雄型接続端子を内蔵しており、筐体１内において雄

型接続端子同士に電線が接続され、コネクタ２同士間或

いは同一コネクタ２の雄型接続端子同士が電線により短

絡されている。各コネクタ２には相手側コネクタ６が嵌

合するようにされ、この相手側コネクタ６には電線７を

接続した例えば雌型接続端子が内蔵され、コネクタ２、

６同士の嵌合がなされると、それぞれに内蔵する接続端

子同士が連結し、電気的な接続がなされる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 の 表 面 に 接 続 端 子 を 内 蔵 し た 複 数 の 第 １ の コ ネ ク タ を 相 手 側 の 第 ２ の コ ネ ク タ に 対
す る 嵌 合 部 を 外 側 に 向 け て 固 定 し 、 前 記 筐 体 内 に お い て 前 記 第 １ の コ ネ ク タ に 内 蔵 し た 接
続 端 子 同 士 を 電 線 に よ り 接 続 し 、 外 部 電 線 を 接 続 し た 接 続 端 子 を 内 蔵 し た 複 数 の 前 記 第 ２
の コ ネ ク タ を 前 記 第 １ の コ ネ ク タ に そ れ ぞ れ 嵌 合 し 、 前 記 第 １ の コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ の コ
ネ ク タ の 接 続 端 子 同 士 を 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 筐 体 表 面 に 回 路 チ ェ ッ ク 用 コ ネ ク タ を 固 定 し 、 該 回 路 チ ェ ッ ク 用 コ ネ ク タ に 内 蔵 し
た 接 続 端 子 を 前 記 第 １ の コ ネ ク タ に 内 蔵 の 接 続 端 子 と 電 線 に よ り 接 続 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ の 後 方 に 前 記 外 部 電 線 を 囲 み 、 内 部 を 防 水 構 造 と し た 筒 状 プ ロ テ ク
タ を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ 、 筒 状 プ ロ テ ク タ の 周 囲 を 保 護 カ バ ー に よ り 覆 う よ う に し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 岐 多 様 で 複 雑 な 電 気 回 路 の 接 続 に 使 用 さ れ る ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の ハ ー ネ ス 回 路 等 に 使 用 す る ジ ョ イ ン ト コ ネ ク タ は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ の よ う に
少 数 の 母 線 か ら 多 数 の 子 線 を 分 岐 ・ 接 続 す る こ と が で き 、 か つ ワ ン タ ッ チ で 多 数 の 接 続 端
子 間 の 接 続 を 一 挙 に 達 成 で き る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ２ １ ３ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 上 述 の 従 来 技 術 を 用 い て も 、 近 年 の 自 動 車 の 電 気 回 路 の 高 度 化 に 伴 う 配 線 数 の 増
大 に 対 応 す る こ と は 困 難 と な り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 の 課 題 を 解 消 し 、 配 線 が 増 大 し て も 複 雑 な 分 岐 、 結 合 を 実 現 す る
と 共 に 、 操 作 が 容 易 な ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス の 技 術 的 特 徴 は 、 筐 体 の
表 面 に 接 続 端 子 を 内 蔵 し た 複 数 の 第 １ の コ ネ ク タ を 相 手 側 の 第 ２ の コ ネ ク タ に 対 す る 嵌 合
部 を 外 側 に 向 け て 固 定 し 、 前 記 筐 体 内 に お い て 前 記 第 １ の コ ネ ク タ に 内 蔵 し た 接 続 端 子 同
士 を 電 線 に よ り 接 続 し 、 外 部 電 線 を 接 続 し た 接 続 端 子 を 内 蔵 し た 複 数 の 前 記 第 ２ の コ ネ ク
タ を 前 記 第 １ の コ ネ ク タ に そ れ ぞ れ 嵌 合 し 、 前 記 第 １ の コ ネ ク タ と 前 記 第 ２ の コ ネ ク タ の
接 続 端 子 同 士 を 接 続 す る こ と に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る ジ ョ イ ン ト ボ ッ ク ス に よ れ ば 、 複 雑 な 回 路 の 分 岐 、 接 続 を 複 数 の コ ネ ク タ
を 用 い て ワ ン タ ッ チ で 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 を 図 示 の 実 施 例 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
  図 １ は 組 立 状 態 の 斜 視 図 、 図 ２ は 分 解 斜 視 図 、 図 ３ は 筐 体 の 斜 視 図 で あ る 。 合 成 樹 脂 又
は 金 属 製 の 筐 体 １ の 側 面 に 設 け た 孔 部 １ ａ に は 、 例 え ば ３ 個 の 接 続 用 コ ネ ク タ ２ と １ 個 の
回 路 チ ェ ッ ク 用 コ ネ ク タ ３ が 防 水 シ ー ル 部 材 ４ を 介 し て 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 筐 体 １ の
孔 部 １ ａ の 周 囲 に は 、 後 述 す る 保 護 カ バ ー を 固 定 す る た め の 枠 部 １ ｂ が 設 け ら れ て お り 、
筐 体 １ は 例 え ば 底 部 に 蓋 を 設 け て 開 放 で き る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 コ ネ ク タ ２ は そ れ ぞ れ 多 数 の 図 示 し な い 例 え ば 雄 型 接 続 端 子 を 内 蔵 し て お り 、 図 ４ に 示
す よ う に 筐 体 １ 内 に お い て 、 雄 型 接 続 端 子 に 電 線 ５ が 接 続 さ れ 、 コ ネ ク タ ２ 同 士 間 或 い は
同 一 コ ネ ク タ ２ の 雄 型 接 続 端 子 同 士 が 電 線 ５ に よ り 短 絡 さ れ て い る 。 チ ェ ッ ク 用 コ ネ ク タ
３ は 回 路 検 査 チ ェ ッ ク 用 で あ り 、 コ ネ ク タ ２ と 同 様 に 雄 型 接 続 端 子 を 内 蔵 し て お り 、 こ れ
ら の 雄 型 接 続 端 子 は 各 コ ネ ク タ ２ の 回 路 検 査 に 必 要 な 雄 型 接 続 端 子 と 電 線 ５ を 介 し て 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 コ ネ ク タ ２ に は 相 手 側 コ ネ ク タ ６ が 嵌 合 す る よ う に さ れ 、 こ の 相 手 側 コ ネ ク タ ６ に は
電 線 ７ を 接 続 し た 図 示 し な い 例 え ば 雌 型 接 続 端 子 が 内 蔵 さ れ 、 コ ネ ク タ ２ 、 ６ 同 士 の 嵌 合
が な さ れ る と 、 そ れ ぞ れ に 内 蔵 す る 接 続 端 子 同 士 が 連 結 し 、 電 気 的 な 接 続 が な さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ５ は コ ネ ク タ ２ 、 ６ の 嵌 合 状 態 の 縦 断 面 図 で あ り 、 コ ネ ク タ ２ 、 ６ 同 士 の 間 は 、 図 示
し な い 合 成 ゴ ム 製 の シ ー ル 部 材 に よ り 合 わ せ 目 か ら 水 が 浸 入 し な い よ う に さ れ 、 更 に 各 電
線 ７ ご と に 相 手 側 コ ネ ク タ ６ の ハ ウ ジ ン グ と の 間 が 図 示 し な い シ ー ル 部 材 に よ り 同 様 に シ
ー ル さ れ て い る た め 、 相 手 側 コ ネ ク タ ６ の 外 部 か ら コ ネ ク タ ２ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 水 が 浸 入
す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 実 施 例 で は 電 線 ７ の 本 数 が 多 く 、 コ ネ ク タ ２ 、 ６ 同 士 の 嵌 合 、 解 除 に 大 き な 力 を
必 要 と す る た め 、 例 え ば コ ネ ク タ ２ の 側 面 に は ピ ン ８ が 設 け ら れ 、 相 手 側 コ ネ ク タ ６ に は
カ ム 溝 ９ を 有 し 軸 １ ０ を 中 心 に 回 動 す る 回 動 レ バ ー １ １ が 設 け ら れ 、 カ ム 溝 ９ に ピ ン ８ を
係 止 し て 、 回 動 レ バ ー １ １ の 回 動 に よ る 両 者 の て こ 作 用 に よ っ て コ ネ ク タ ２ 、 ６ 同 士 を 大
き な 力 を 要 せ ず に 嵌 合 、 解 離 す る よ う に し て い る 。 な お 、 回 動 レ バ ー １ １ の 先 端 に は 、 コ
ネ ク タ ２ に 設 け た 固 定 錠 止 部 １ ２ に 嵌 合 す る 錠 止 部 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 相 手 側 コ ネ ク タ ６ の 後 方 に は 、 外 面 に 補 強 用 リ ブ １ ４ ａ を 設 け た 合 成 樹 脂 製 又 は 金 属 製
の 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ が 連 結 さ れ 、 こ の 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ の 相 手 側 コ ネ ク タ ６ 側 の 端 部
は 、 相 手 側 コ ネ ク タ ６ の 後 部 を 覆 う と 共 に 嵌 合 す る 形 状 に 形 成 さ れ 、 相 手 側 コ ネ ク タ ６ と
の 間 に 合 成 ゴ ム 製 の シ ー ル 部 材 １ ５ が 介 在 さ れ て お り 、 相 手 側 コ ネ ク タ ６ と 筒 状 プ ロ テ ク
タ １ ４ の 間 か ら の 水 の 浸 入 が 阻 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 相 手 側 コ ネ ク タ ６ に 連 結 さ れ た 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ と 電 線 ７ を 束 ね た 絶 縁 被 覆 １ ６ 間 に
は 、 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ の 後 方 か ら 、 合 成 ゴ ム か ら 成 り 筒 状 で 内 外 面 に 断 面 波 型 を 形 成 し
た フ ラ ン ジ 付 き の グ ロ メ ッ ト １ ７ が 挿 入 さ れ 、 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ 内 に 水 が 浸 入 し な い 防
水 構 造 と さ れ て い る 。 ま た 、 グ ロ メ ッ ト １ ７ の 後 方 の 絶 縁 被 覆 １ ６ 上 に は 、 合 成 ゴ ム 製 の
略 円 筒 形 で 後 部 に テ ー パ 面 を 有 す る ブ ッ シ ュ ン グ １ ８ 、 ブ ッ シ ュ ン グ １ ８ の テ ー パ 面 に 適
合 す る 環 状 形 状 の 金 属 製 ス リ ー ブ １ ９ 、 金 属 製 又 は 合 成 樹 脂 製 の ナ ッ ト ２ ０ が 挿 着 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 相 手 側 コ ネ ク タ ６ 、 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ の 外 側 に 、 合 成 樹 脂 製 又 は 金 属 製 の ２ つ
割 り の 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ が 被 着 さ れ 、 こ れ ら の 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ に は 互 い に 係 止 す る 係 止
部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ が 設 け ら れ て お り 、 連 結 時 に は 係 止 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ
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、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ に よ り 相 互 に 係 止 さ れ る 。 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ の 前 端 部 は 、 筐 体 １ に 設 け
た 枠 部 １ ｂ に 嵌 め 込 ま れ て 筐 体 １ に 固 定 さ れ 、 後 端 部 に 設 け た ね じ 部 ２ １ ｃ 、 ２ ２ ｃ に は
ブ ッ シ ュ ン グ １ ８ 、 ス リ ー ブ １ ９ を 介 し て ナ ッ ト ２ ０ が 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 組 立 時 に は 、 電 線 ７ に 接 続 端 子 を 接 続 し て か ら 、 接 続 端 子 を 相 手 側 コ ネ ク タ ６ 内 に 挿 着
す る 。 続 い て 、 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ を 相 手 側 コ ネ ク タ ６ 側 に 引 き 寄 せ 、 筒 状 プ ロ テ ク タ １
４ を 相 手 側 コ ネ ク タ ６ に 連 結 し て か ら 、 絶 縁 被 覆 １ ６ と 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ の 後 部 の 隙 間
に グ ロ メ ッ ト １ ７ を 押 し 込 み 、 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ の 内 部 を 防 水 構 造 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 予 め 組 立 て た 相 手 側 コ ネ ク タ ６ の 組 立 体 を 、 コ ネ ク タ ２ に 回 動 レ バ ー
１ １ を 用 い て コ ネ ク タ ２ に 引 き 寄 せ て 嵌 合 し 、 回 動 レ バ ー １ １ の 錠 止 部 １ ３ を コ ネ ク タ ２
の 固 定 錠 止 部 １ ２ に 錠 止 し 、 コ ネ ク タ ２ 、 ６ が 不 時 に 外 れ な い よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 ブ ッ シ ュ ン グ １ ８ を 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ の 端 部 に 突 き 当 て 、 ス リ ー ブ １ ９ を ブ ッ
シ ュ ン グ １ ８ の テ ー パ 面 に 当 接 す る 。 続 い て 、 ２ つ 割 り の 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ を 相 手 側 コ ネ
ク タ ６ 、 筒 状 プ ロ テ ク タ １ ４ の 周 囲 に 上 下 方 向 か ら 被 着 し 、 前 端 部 を 筐 体 １ の 枠 部 １ ａ に
固 定 し 、 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ を 係 止 部 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ 、 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ を 用 い て 一 体 に 合 体
し 、 後 端 部 の ね じ 部 ２ １ ｃ 、 ２ ２ ｃ に ナ ッ ト ２ ０ を 螺 合 し て 締 め 付 け る 。 こ の ナ ッ ト ２ ０
の 締 め 付 け に よ り 、 ス リ ー ブ １ ９ は ブ ッ シ ュ ン グ １ ８ の テ ー パ 面 に 当 接 し 、 ブ ッ シ ュ ン グ
１ ８ を 前 方 に 押 し 込 む こ と に よ り 、 絶 縁 被 覆 １ ６ と 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ と が 強 固 に 連 結 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ に よ り コ ネ ク タ ２ 、 ６ に 対 す る 機 械 的 な 保 護 が な さ れ る
と 共 に 、 絶 縁 被 覆 １ ６ に 捩 れ や 伸 縮 が 加 わ っ て も 、 こ れ ら の 力 の 一 部 は ブ ッ シ ュ ン グ １ ８
を 介 し て 保 護 筒 ２ １ 、 ２ ２ が 受 け 、 内 部 の コ ネ ク タ ６ に 応 力 が 加 わ る こ と が 少 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 筐 体 １ へ の コ ネ ク タ ２ 、 ３ を 固 定 、 電 線 ５ に よ る 内 部 配 線 、 更 に は
相 手 側 コ ネ ク タ ６ の 組 立 を 工 場 に お い て 行 い 、 作 業 現 場 に お い て は 、 コ ネ ク タ ２ に 相 手 側
コ ネ ク タ ６ を 嵌 合 す る こ と に よ り 、 防 水 を 伴 う 多 数 の 配 線 の 分 岐 、 接 続 が 容 易 に 達 成 で き
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 上 述 の 説 明 で は １ 個 の 相 手 側 コ ネ ク タ ６ に つ い て 述 べ た が 、 他 の ２ つ の コ ネ ク タ
２ の 少 な く と も １ つ に つ い て 、 同 様 に 相 手 側 コ ネ ク タ ６ が 嵌 合 さ れ る 。 ま た 回 路 検 査 チ ェ
ッ ク 用 コ ネ ク タ ３ に は 、 必 要 に 応 じ て 検 査 用 回 路 を 接 続 し た 相 手 側 の 回 路 検 査 チ ェ ッ ク 用
コ ネ ク タ を 接 続 し 、 検 査 が 必 要 な 回 線 の 回 路 検 査 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 組 立 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 筐 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 筐 体 の 一 部 を 切 欠 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 コ ネ ク タ の 嵌 合 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 筐 体
　 ２ 、 ３ 、 ６ 　 コ ネ ク タ
　 ５ 、 ７ 　 電 線
　 １ ４ 　 筒 状 プ ロ テ ク タ
　 １ ６ 　 絶 縁 被 覆
　 １ ７ 　 グ ロ メ ッ ト
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　 １ ８ 　 ブ ッ シ ュ ン グ
　 ２ ０ 　 ナ ッ ト
　 ２ １ 、 ２ ２ 　 保 護 筒

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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